
聖

主
体
と
す
る
三
期
は
前
二
世
紀
と
ほ
ぼ
定
め
る
こ

と
が
出
来
よ
う
。

　
こ
の
年
代
と
古
文
献
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
墓
葬

を
築
い
た
民
族
は
、
一
・
二
期
は
東
鵡
族
を
あ
て

る
の
が
無
理
が
あ
る
ま
い
。
こ
の
ほ
か
遼
寧
省
の

東
北
都
、
西
豊
県
西
凶
悪
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
触
角

式
の
剣
掘
頭
を
も
っ
た
特
殊
な
文
化
内
容
の
墓
葬

群
が
発
見
さ
れ
、
飼
奴
か
鳥
桓
か
の
論
争
が
あ
る
。

日
本
の
唐
津
柏
崎
出
土
剣
は
こ
れ
と
連
が
る
も
の

で
、
前
二
世
紀
末
か
ら
前
一
世
紀
半
ば
に
か
け
て

の
こ
の
文
化
は
様
々
の
点
で
非
東
胡
系
で
む
し
ろ

飼
奴
系
と
な
し
得
よ
う
。

　
最
近
朝
鮮
の
学
者
は
遼
東
半
島
畠
土
の
、
私
の

い
う
二
期
を
含
め
て
、
細
形
銅
剣
へ
の
発
展
系
列

と
し
て
〃
古
朝
鮮
”
に
一
括
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
・
二
期
の
間
は
銅
剣
の
系
譜
は
も
と

よ
り
、
文
化
内
容
に
お
い
て
も
一
連
の
継
承
関
係

が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
三
期
は
様
々
の
点
で

異
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
一
・
二
期
が
牧
畜
を
主
と

し
農
耕
を
従
と
し
た
文
化
内
容
で
、
む
し
ろ
オ
ル

ド
ス
と
関
係
が
求
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
三
期
で

は
農
耕
を
主
と
し
、
墓
の
構
造
、
遺
物
の
内
容
も

一
・
二
期
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
墓
葬
の

面
で
は
む
し
ろ
W
式
剣
を
出
す
遺
堆
と
連
が
り
が

あ
る
。
そ
う
し
た
遺
言
は
旅
順
勢
家
村
で
は
一
・

二
期
と
重
な
っ
て
あ
っ
た
と
い
う
が
、
今
後
、
・
松

遼
平
原
周
辺
の
山
霧
部
に
お
け
る
同
種
遺
祉
の
調

査
に
よ
っ
て
三
期
を
含
め
た
〃
古
朝
鮮
”
文
化
の

様
相
が
よ
り
明
ら
か
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
（
な
お
本
稿
は
近
く
『
考
古
学
雑
誌
』
に
発
蓑
す
る

　
予
定
で
あ
る
）
。

平
城
宮
跡
保
存
に
関
す
る
要
望
書

　
平
城
宮
跡
の
保
存
に
関
し
、
次
の
通
り
の
要
望

書
を
建
設
大
臣
・
文
部
大
臣
・
文
化
財
保
護
委
員

会
に
対
し
提
出
し
た
。

　
　
平
城
宮
跡
保
存
に
関
す
る
要
望
書

　
特
別
史
跡
平
城
宮
跡
東
側
、
東
一
坊
大
路
推
定

地
を
通
過
す
る
こ
と
に
計
画
さ
れ
た
圏
道
二
十
四

号
線
パ
イ
バ
ス
は
、
事
前
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、

予
定
路
線
上
よ
り
予
期
せ
ざ
る
重
要
な
遺
構
が
出

土
し
、
そ
の
結
果
平
城
宮
域
が
従
来
推
定
さ
れ
た

よ
り
さ
ら
に
東
に
拡
が
っ
て
い
る
ら
し
い
と
い
う

歴
史
的
に
非
常
に
重
要
な
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
従
っ
て
関
係
当
局
は
こ
の
新
し
い
事
実
に
立

脚
し
、
こ
の
際
英
断
を
も
っ
て
当
初
の
計
画
を
変

更
す
る
と
と
も
に
さ
ら
に
所
要
の
調
査
を
継
続
し
、

平
城
宮
跡
の
完
全
な
保
存
に
万
全
を
期
せ
ら
れ
る

よ
う
と
く
に
要
望
す
る
。

　　昭
　　和
　　四
　　一一1

　　奪
　　十
理史一
事　月
長学二
　　十
小研一
　　日葉

田究

淳会

学
界
消
息

読
史
会

書
誤
四
十
二
年
五
月
例
会
　
五
月
十
三
日

　
時
　
於
京
都
大
学
文
学
部

　
第
一
次
山
本
内
閣
に
つ
い
て

春
季
大
会

　
六
月
十
八
日
（
臼
）
午
前
九
時
よ
り

　
於
　
京
都
大
学
文
学
部

　
大
王
祭
の
一
考
察

（
土
）
午
後
一

山
本
　
四
郎

藏
木
孝
次
郎

蘇
我
客
星
麻
呂
大
臣
自
殺
事
件
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
脇

日
本
需
紀
の
用
語
法
の
一
考
察
　
　
　
　
横
田

天
平
改
元
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
岸

長
徳
四
年
戸
籍
断
箇
に
つ
い
て
　
　
　
　
泉
谷

平
家
物
藷
の
唱
溝
性
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

備
後
国
山
内
氏
に
お
け
る
領
主
鋤
の
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
濁

明
治
初
期
堺
及
び
そ
の
周
辺
の
小
学
校
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島

本
願
寺
の
茶
の
湯
一
l
i
藪
内
家
と
の
関
係
一

　康俊健禎
重夫男一二

修
三

雅
蔵

寵
谷
真
智
子

三
雲
逸
興
と
握
窩
　
　
　
　
　
今
中

七
月
例
会
　
七
月
八
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
於
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
戊
辰
戦
争
期
に
お
け
る
草
葬
諸
隊

　
－
世
直
し
一
揆
と
の
関
連
に
お
い
て
一
1

寛
司
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巾
島
三
千
男

九
月
例
会
　
九
月
九
ヨ
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
於
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
九
州
地
方
史
入
門
一
秋
季
見
学
旅
行
の
た
め
に
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
松
　
優
秀
・
上
横
手
雅
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
　
喬
平
・
小
葉
国
　
淳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
本
　
紀
昭
・
朝
尾
　
直
弘

秋
季
大
会
　
十
一
月
四
日
（
土
）
午
前
九
時
よ
り

　
於
　
京
都
大
学
文
学
部

　
古
代
貴
族
の
圏
際
意
識
に
つ
い
て
　
　
　
上
田
　
正
昭

　
高
市
岡
本
宮
境
に
つ
い
て
1
書
紀
の
飛
鳥
岡
本
宮

　
　
は
誤
り
か
一
…
　
　
　
　
　
　
　
　
志
賀
　
　
鮒

　
中
世
地
方
社
寺
領
に
関
す
る
二
・
三
の
問
題

播
磨
国
大
部
庄
の
農
斑

中
世
後
期
の
惣
に
つ
い
て

中
世
荘
園
経
済
の
経
営
学

尊
長
政
権
の
性
格
に
つ
い
て

「
夢
の
代
」
の
成
立
と
流
布

　
い
わ
ゆ
る
「
洋
学
の
権
力
隷
属
化
」
に
つ
い
て

　
　
ー
ー
大
槻
玄
沢
を
中
心
に
i

　
上
古
に
於
け
る
日
鮮
文
物
の
交
流
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

十
二
月
例
会
　
十
二
月
九
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
於
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
中
江
兆
罠
に
つ
い
て
　
　
　
　
レ
ト
キ
・
ク
リ
ス
チ
ナ

東
洋
史
談
話
会
　
昭
和
四
十
二
年
度
大
会

　
十
一
月
四
日
（
土
）
午
前
九
時
よ
り

梅イ山い末瓦石中小工
原ド崎て中田沢西西藤
　使
宋用　　哲．　期瑞敬
治）彰　夫修融雄恵一

於
　
京
都
大
学
法
難
第
七
講
義
室

徐
陵
を
め
ぐ
る
南
北
朝
関
係

日
出
処
天
子
と
瞬
没
処
断
子

中
南
詩
社
の
人
々

清
宋
に
於
け
る
嬬
人
解
放
の
思
想
と
運
動

　
朝
鮮
三
二
独
立
運
動
に
つ
い
て

　
古
代
イ
ン
ド
の
村
落
に
つ
い
て

　
回
国
文
斌
通
（
善
斌
）
売
身
離
三
種

　
田
野
場
隠
（
宗
正
）
致

　
唐
臼
城
冒
巴
の
都
市
的
発
展

　
中
國
古
代
都
市

繭
洋
史
読
書
会

　
例
会
　
於
　
京
大
西
洋
史
研
究
室

昭
和
四
【
二
年
六
［
月
一
〇
R
【
（
土
）

　
歴
史
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

六
月
一
七
n
口
（
土
）

　
　
デ
ス
ポ
テ
ィ
ズ
ム
の
類
型
一
i

六
肩
二
四
鷺
（
土
）

　
史
学
史
の
現
代
的
課
題

七
海
八
礒
（
土
）

　
ジ
ョ
ン
・

　
　
の
問
題
一

九
月
二
三
日
（
土
）

　
現
代
イ
ギ
リ
ス
史
学
の
見
取
図

九
月
三
〇
日
（
土
）

　
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
独
立
労
働
党
の
成
立

貝日島由拓北小
塚野田田本1」」野
　開
茂三正信　康和
樹郎郎夫裕夫子

田増吉
中村川

正　忠
美宏夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
　
泰

シ
ュ
メ
ー
ル
と
ピ
ュ
ロ
ス
ー
乾
燥
地
帯
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
用
　
和
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ほ
　
り
し
の
と
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漏
H
邦
，
歩
沙
良

　
　
　
　
ロ
ッ
ク
…
道
徳
哲
学
に
お
け
る
「
自
由
」

永
岡
　
　
薫

越
智
　
武
臣

入
定
　
　
章

一
〇
月
一
四
日
（
土
）

　
領
邦
字
家
と
幕
藩
体
制
を
比
較
し
て
　
　
中
村
賢
二
郎

一
〇
月
一
一
一
日
（
土
）

　
従
士
団
叙
事
詩
の
｛
央
雄
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
フ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
本
　
誓
男

一
〇
月
二
八
陵
（
土
）

　
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
と
プ
チ
・
ブ
ル
運
動
　
属
本
　
　
明

第
三
五
回
秋
季
大
会

一
一
月
四
日
（
土
）
於
京
大
文
学
部
第
～
講
義
室

　
シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
国
家
成
立
期
の
ア
ッ
シ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
喜
一

　
初
期
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
形
態
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
昂
吉

　
ビ
ス
マ
ル
ク
に
お
け
る
レ
ア
ル
・
ポ
リ
テ
ィ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
田
．
幸
男

　
1
6
世
紀
初
頭
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
歴
史
意
識
の
推
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
三
明

　
エ
ピ
タ
フ
ィ
オ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
康
畑
侃

　
内
乱
の
ハ
ル
ー
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
一
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
　
武
臣

　
D
・
ヒ
ュ
ー
ム
に
お
け
る
租
税
思
想
と
墨
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
峰
行

　
一
八
一
五
年
か
ら
一
八
四
八
年
ま
で
の
ド
イ
ツ
連
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
博
愛

　
ア
フ
ガ
…
二
一
（
一
八
三
八
～
九
七
）
の
宗
教
不
信

　
　
と
イ
ス
ラ
ー
ム
擁
護
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
承
八
郎

　
対
外
政
策
の
優
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
健
彦

　
ゲ
ル
ゼ
ソ
キ
ル
ヘ
ソ
事
件
に
関
す
る
一
飢
巧
｛
祭
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i
切
口
H
目
U
溺
囲
O
譲
蜀
い
H
O
凋
と
国
家
の
結
び

　
　
　
つ
き
を
中
心
と
し
て
－
　
　
　
古
川
　
栄
輔

一
一
月
一
八
日
（
土
）

　
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
世
界
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
人
と
ナ
リ
エ

　
　
ソ
ト
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
戸
千
之

一
工
月
九
日
（
土
）

第
二
次
大
戦
前
史
の
研
究
動
向
の
一
端
　
野
田
　
宜
雄

人
文
地
理
学
会

　
第
七
十
一
回
例
会
　
昭
和
四
十
二
年
四
月
十
五
日
（
土
）

　
於
京
都
大
学
文
学
部
第
一
講
義
室

　
郷
と
式
内
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤

　
農
業
立
地
論
に
つ
い
て
の
一
、
二
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
名

　
第
七
十
二
圓
例
会
ハ
広
島
地
理
学
会
と
共
催
）

昭
和
下
閥
十
二
廊
や
六
月
十
・
日
（
土
）
、
十
｝
n
口
（
R
門
）

　
於
　
広
島
大
学
文
学
部
大
講
義
室

　
漁
港
の
勢
力
変
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
井

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
津

　
　
ら
と
し
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
越

〈
エ
ク
ス
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉

（
案
内
者
）

　
　
　
　
　
　
川
建
次

（
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
↓
音
戸
大
橋
↓
広
島
駅

　
第
七
十
三
団
例
会
　
九
月
九
日
（
土
）

　
於
立
命
館
大
学
産
業
祉
会
学
部

伸
f
洗 晒

太
田
娼
流
域
の
地
域
変
貌
一
と
く
に
人
口
流
動
を
中謙を一　仙
策中川　吉

米
倉
二
郎
・
藤
原
健
蔵
・
赤
木
祥
彦
・
北

広
島
大
学
↓
姥
治
山
↓
矢
野
↓
熊
野
↓
呉

萩
藩
領
に
お
け
る
年
貢
米
輸
送
　
　
　
　
雄
蝶
英
士
雄

京
都
市
の
都
市
圏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
博

人
文
地
理
学
会
大
会
　
一
一
月
四
臼
（
土
）
～
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
火
）

於
京
都
大
学
文
学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部

〈
一
般
研
究
発
蓑
〉

商
業
的
農
業
と
農
村
人
口
流
燈
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
…
…
萩
市
を
中
心
と
し
た
山
口
県
長
北
地
域
の
場

　
　
　
含
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
宅
　
暢
久

飛
騨
山
地
養
蚕
村
の
労
働
力
講
造
　
　
　
大
迫
　
輝
逓

百
姓
機
屋
地
域
の
再
形
戒
　
　
　
　
　
　
斎
…
藤
　
晃
吉

山
口
県
の
ハ
マ
チ
養
殖
漁
村
　
　
　
　
　
新
宅
　
　
勇

筑
後
園
生
葉
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史
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に
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け
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灘
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潤
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六
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て
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
　
徳
．
爾

台
湾
東
部
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操
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都
市
か
ら
急
速
に
工
業
都
市
化
し
た
鈴
鹿
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
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夫
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地
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塵
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方
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地
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阪
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の
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夫
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彦
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燭
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潤
二
郎

千
曲
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岸
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の
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業
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に
つ
い
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藤
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男
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阪
国
道
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松
　
繁
樹

農
産
物
の
加
工
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け
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澱
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北
西
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イ
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1
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落
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内
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ケ
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シ
ョ
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〉
十
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月
六
日
目
月
）
七
日
（
火
）
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A
コ
…
ス
）
、
丹
後
半
島
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（
B
コ
ー
ス
）
　
天
理
・
伊
賀
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面

　
第
七
十
賜
回
例
会
（
丘
ハ
庫
地
理
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と
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催
）
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ご
月
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（
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）
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関
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院
大
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光
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中
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落
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の
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特
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研
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発
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都
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の
成
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と
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造
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が
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け
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究
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業
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ー
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ン
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石
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介
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